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2022 年 12 月 11 日
生活工房

プレスリリース

主催｜公益財団法人せたがや文化財団 生活工房
企画制作｜ horo books
後援｜世田谷区、世田谷区教育委員会

画像①　メインビジュアル（イラスト : 木村さくら）

報道関係各位◎展覧会のご案内

2023 年

1 月 31 日（火） — 4 月 23 日（日）

生活工房ギャラリー
本事業に関するお問い合わせ : 生活工房 石山（広報）、佐藤、大竹、岩田

〒 154-0004　東京都世田谷区太子堂 4-1-1 キャロットタワー　
TEL ／ 03-5432-1543 　Email ／ info@setagaya-ldc.net
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1982 年、世田谷区経堂にオープンした雑貨店「セタガヤママ」。店主の名前
は大橋正子。貸本、イラストレーター・柳生弦一郎の「ぬりえ」の出版、小
さなラジオ放送（ミニ FM）など、その活動は多岐にわたりました。住宅街で
ひときわ目立つピンクと黄色の窓は建築家・石山修武が、ロゴはデザイナーの
平野甲賀が手がけています。 

本展は、 「セタガヤママ」を中心に、子育て中の女性たちが試みた “ 生活の実験 ”
をご紹介する初の機会となります。1979 年に平野公子が自宅マンションを開
放した文庫「子どもザウルス」、そこで出会った主婦たちが公園や友人宅で展
開した「あめの会」、その活動や日々のことを綴った「あめの会通信」。ここで
ガリ切りを担当した田上正子は、現在も「あめつうしん」というミニコミをガ
リ版で発行しています。

1980 年に国内の専業主婦数が 1,526 万人とピークを迎えるなか、主婦たち

が中心となり、子どもたちを相手にした場づくりの数々。ゆるやかな地域コミュ
ニティの成り立ちには、ミニコミやミニ FM といった小さなメディアが欠
かせませんでした。 

会場では、当時のミニコミや写真、平野甲賀のグラフィックといった貴重な作
品から、現在も続く「あめつうしん」まで、およそ 40 年分の資料を展示します。
さらに「セタガヤママ」周辺の子どもたちが当時を振り返ったエッセイ、常連
だった絵本作家・石津ちひろが書き下ろした詩もご紹介。それぞれの視点から、
生活を軸にした小さなメディアの活動を辿ります。マンションの一室から出発
したママたちの冒険と、その「続き」をお楽しみください。

（要約）
1982 年、世田谷区経堂にオー
プンした雑貨店「セタガヤママ」。
雑貨販売だけでなく、貸本やぬ
りえの出版、ラジオ放送（ミニ
FM）など、その活動は多岐に
わたりました。会場では「セタ
ガヤママ」を中心に、ママたち
が “ 生活 ” を軸に展開した小さ
なメディア活動を紹介します。

画像④　セタガヤママ外観

画像②　セタガヤママのロゴ
（デザイン : 平野甲賀）

画像③　「あめの会通信」表紙
（謄写印刷、1981 年、No.12）

Summary
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◎家にいながら町に出る　——主婦たちの小さなメディア実践 
自宅を開放した子ども文庫から、公園で童話をもとにした芝居の上演やまつり、ミニコミの発行、自由
ラジオ（ミニ FM）まで、1980 年代に世田谷区内の主婦たちが中心になり展開した " 小さなメディア ”
をご紹介。残された貴重な写真資料や平野甲賀のグラフィック、現在まで続くガリ版のミニコミ「あめ
つうしん」まで、初公開となる多数の地域資料をご覧いただく機会となります。

◎子どもも大人も楽しめる、「続」セタガヤママな関連企画
主婦たちの活動の中心には、いつも「子ども」がいました。1980 年に国内の専業主婦数が 1,526
万 人 と ピ ー ク を 迎 え た 時 代 *、 彼 女 た ち は 子 ど も た ち を 相 手にした場づくりをはじめました。 展 示
会 場 で は、1983 年 に セ タ ガ ヤ マ マ が 発 行 し た『 ゲ ン イ チ ロ ウ の ぬ り え 』 を 楽 し め る ほ か、 創 作
絵本をもとにした人形劇、お面づくりワークショップ、子どもから大人まで楽しめるファミリー
寄席といったイベントも多数開催。展示とあわせてセタガヤママの「続き」をお楽しみください。 
 
* 金城一雄「近代日本における家族構造の変容」『沖縄大学紀要』第 15 号、沖縄大学教養部、1998 年 3 月

画像⑤  柳生弦一郎『ゲンイチロウのぬりえ』
（セタガヤママ発行）

画像⑥ ミニ FM 放送中の様子 
左が大橋正子

Topics

セタガヤママ
1982（昭和 57）年 12 月、世田谷区経堂で大橋正子が開店

した雑貨店（住所は桜丘）。本展の企画制作を務める horo 

books の平野公子は立ち上げ時に関わる。もとの建物は大

橋の叔父が材木置き場にしていたバラック。ピンクと黄色

に塗られた窓は建築家の石山修武が、ロゴはデザイナーの

平野甲賀が手がけた。

1983 年 1 月に微弱電波を利用したミニ FM の試験放送を

開始。定休日以外の 14 時半から 15 時まで 30 分程度の放

送を行い、新聞や雑誌など各種メディアでも多数取り上げ

られる。エプロンやモンペのデザイン・販売のほか、ぬり

えの出版、骨董品、有機農法の野菜なども取り扱う。さら

に貸本、読書会、読み聞かせ、草木染も行う。

1985 年に大橋はログハウスを購入して、建て増しを行い、

自然食レストランとして再オープン。その際、ミニ FM の

送信機が雨ざらしになり、放送終了となる。2007 年に大橋

が逝去し、翌年末に惜しまれながら閉店となる。

Profile
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お面づくりワークショップ

セタガヤママで人気だったお面づくり。色鉛筆やペン、色画用紙で制作して、会場に展示します。

講　師｜佐々木未来（イラストレーター／グラフィックデザイナー）

日　時｜ 3 月 21 日（火祝） 14:00 ～ 15:00 

会　場｜ 3F 市民活動支援コーナー

対　象｜小学校 1 年生～（小学校 3 年生までは保護者同伴）

定　員｜各回 10 名（抽選）

料　金｜ 500 円（同伴者無料／材料費込）

申　込｜生活工房 HP からオンラインで申込

締　切｜ 3 月 7 日（火）

おはなしとおにんぎょう
はじめてのともだち

創作絵本『はじめてのともだち』。かわいい人形と、ふしぎなおはなしをお楽しみください。

絵本制作・出演｜横山てんこ（美術家／人形遣い／俳優）

出　演｜関根真理（パーカッショニスト）

日　時｜ 2 月 4 日（土）① 11:00 ～　② 14：00 ～　各回 30 分程度  

会　場｜ 5F セミナールーム

対　象｜幼児～（小学校 3 年生までは保護者同伴）

定　員｜ 50 名（申込先着）

料　金｜ 500 円（同伴者無料）

申　込｜ 11 月 25 日 10 時より、生活工房ホームページからオンラインで受付

ファミリー寄席

子どもでも大人でも、どなたでもお楽しみいただける落語会。落語の楽しみ方もご紹介します。

出　演｜古今亭始、古今亭佑輔

日　時｜ 4 月 23 日（日）14:00 〜 16:00　※途中休憩あり 

会　場｜ 5F セミナールーム

対　象｜小学校 1 年生～（小学校 3 年生までは保護者同伴）

定　員｜ 100 名（申込先着）

料　金｜ 500 円（同伴者も有料）

申　込｜ 2 月 25 日 10 時より、生活工房ホームページからオンラインで受付

画像⑦ 

Events

画像⑨画像⑧　平野公子宅でのお面づくり
（1982 年）

画像⑩　古今亭始　　  画像⑪　古今亭佑輔
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続・セタガヤママ　　　　　　  （タイトル）

小さなメディアの 40 年　　　　（サブタイトル）

会　　期　　2023 年 1 月 31 日（火）〜 4 月 23 日（日）　9:00 〜 21:00　月曜休み

会　　場　　生活工房ギャラリー（三軒茶屋・キャロットタワー３階）

　　　　　　154-0004 東京都世田谷区太子堂４-１-１

　　　　　　TEL 03-5432-1543　www.setagaya-ldc.net

料　　金　　入場無料

交通案内　　東急田園都市線・世田谷線「三軒茶屋」駅直結

　　　　　　東急・小田急バス「三軒茶屋」停留所そば

主　　催　　公益財団法人せたがや文化財団　生活工房

企画制作　　horo books

後　　援　　世田谷区、世田谷区教育委員会

画像⑫　平野甲賀のプリントゴッコ 画像⑬　「あめの会」での活動風景

Outline
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「続・セタガヤママ　小さなメディアの 40 年」
広報用画像の貸し出しについて 

広報用の画像をご用意しています。ご希望の際は貸出条件をご確認いただき、下記①～⑨の必

要事項を明記のうえ、Ｅメールにてお申し込みください。

なお、本企画の紹介記事をご掲載いただく際は、恐れ入りますが情報確認のため、掲載前に校

正原稿をお送りください。

また、掲載後、掲載誌、ＵＲＬ等を広報担当宛てにお送りいただきますようお願い申し上げます。

 【貸出条件】
◆画像は本企画紹介の目的のみにご使用ください。

◆画像データは、ご使用後必ず消去してください。

◆画像データを第三者に渡すことを禁じます。

【必要事項】
① 媒体名 （雑誌名／番組名／ＷＥＢサイト名ほか）

② 媒体種別 （新聞／雑誌／フリーペーパー／テレビ／ラジオ／ＷＥＢサイトほか）

③ 発売・放送・更新予定日

④ 御社名 

⑤ ご担当者名

⑥ 御社住所

⑦ Ｅメールアドレス

⑧ 電話番号

⑨ ご希望の画像番号

画像① （P1 掲載）　イラスト：木村さくら

画像② （P2 掲載）　セタガヤママのロゴ（デザイン：平野甲賀）

画像③ （P2 掲載）　「あめの会通信」表紙（謄写印刷、1981 年、No.12）

画像④ （P2 掲載）　セタガヤママ外観

画像⑤ （P3 掲載）　柳生弦一郎『ゲンイチロウのぬりえ』（セタガヤママ発行）

画像⑥ （P3 掲載）　ミニ FM 放送中の様子

画像⑦ 〜⑪（P4 掲載）　関連イベント画像

画像⑫ （P5 掲載）　平野甲賀のプリントゴッコ

画像⑬ （P5 掲載）　「あめの会」活動の様子

生活工房 広報担当 石山 行き　
Email  info@setagaya-ldc.net

イラスト : 木村さくら


